21




i PR R

I I I
C=N C=N C

Il
p

10%cm

30

25

20

15
10 I

15

20

25
108cm




1881
1958

1961

E%64

1971

Braided Carbon/Carbon Integral
Nozzle Throat and Exit Cone

.,;_F ~&]
T

' CFRPET 7> UK

RB21 15 1070 >



CFRP

CERP
1970-1980 1980-1990 1990-2000 2000-2010
\
7.0 )
s 6.0 T 55555555;
ol L
o
3-0 1300
2:0100 200 300 400

GPa)




1970 1975 (1980 1985 1990 1995 2000

DuPont

Hercules Hexcel

Great Lakes / Akzd

Celanese / BASF

/ BP_ Amoco Cytec

Grafil

Courtaulds

|
%
'
'
'

Sigri / Hoechst SGL Carbon

Enka / Akzo — —

ex. 1,400 40

20

200 20




140
120
100
80
60
40

20
0

1970 1980 1990 2000

1971 2000)

| : |
2005 2010 2015 2020



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
以上の経緯を経て、炭素繊維市場は成長を始めました。



成長初期には「軽くて強い」、釣り竿、ラケット、シャフトが需要を支え炭素繊維の性能実証が進みました。

その後、航空機分野での実証が進み、現在開発中のボーイング社７８７では機体の５０％が炭素繊維複合材料となります。



同時に成形加工技術が多様化、供給の安定が図られたことから現在大きな拡大期に向かっていると理解しています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　繊維分野では基盤技術の強化のため、ポリマー改質による繊維の高強度化や軽量化などの高性能化のテーマに取り組んでいます。

●高強度繊維

　強度は繊維の基本特性であり、高強度化により大幅なシェアアップが図れます。新規高強度繊維としてＰＥＴとＬＣＰの検討を行っなっています。一般にPET繊維を高分子量化すると強度が向上します。溶融過程での分子量低下を抑制するために、分子末端と急速反応する鎖連結剤を見出し、溶融添加によって強度向上に成功しています。ＬＣＰ、すなわち液晶ポリエステルは高強度素材です。しかし耐摩耗性の改善がスクリーン紗用途展開の課題でした。今回相反転アロイ技術を用い、主成分であるＬＣＰを島成分にすることで強度と耐摩耗性を両立することに成功しました。今後は他の用途展開を進めていく予定です。

●新規軽量繊維

　新規軽量繊維もアロイ技術を用いた新繊維素材です。ＰＥＴにポリノルボルネンをブレンド紡糸するとフィブリルを形成します。ポリノルボルネンは延伸温度では難変形性のため、破壊・微細化し、多数のボイドを形成します。この技術によりＰＥＴの軽量化に成功しました。また、この繊維は高い遮光性を持っています。図のように、中空糸や酸化チタンを大量に含んだ繊維よりも遮光性が高く、スポーツ、アウター、インテリアへの応用を検討します。
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